

























































































































































































































































































サイパン ヤップ パラオ トラック ポナペ ヤルート 計
大正11 2,363 − − 3,600 3,750 − 9,713
大正12 2,813 1,455 − 3,037 − − 7,305
大正13 9,097 1,763 1,556 5,212 113 − 17,741
大正14 14,805 1,988 8,531 6,049 4,946 − 36,319
大正15 44,842 2,156 42,409 2,764 113 − 92,284
昭和２ 28,110 731 14,771 7,500 1,624 218 52,954
昭和３ 26,494 1,125 131,445 4,500 150 − 163,714
昭和４ 24,690 892 228,904 214,500 525 − 469,511
昭和５ 258,004 896 157,058 913,384 6,375 − 1,335,720
昭和６ 564,258 442 548,118 1,097,125 525,239 81,626 2,816,808
昭和７ 1,309,725 − 1,592,328 810,263 534,184 614,763 7,861,263












































































































































































場所 事業者 事業開始（実施）年 活き餌確保
南洋群島
　（トラック島） 玉城松栄
1919（大正８）年にトラッ
ク島へ。鰹漁は1925（大正
14）年から開始。
大規模なものは
行われず。
蘭領東印度
　（ハルマヘラ）
江川俊治
氷室組
1925（大正14）年12月
（1回限りのもの）
失敗
北ボルネオ
　（タワオ）
ボルネオ水産公司
（折田一二）
1926（大正15）年 現地漁民からの
供給を受ける。
小規模。
南洋群島
　（パラオ）
蘭領東印度
　（スラウェシュ島）
原耕
1927（昭和２）年６〜8月 八田網で大量の
餌料確保に成功
（出所）筆者作成。
３　第一次南洋漁場開拓事業の影響
　原は，第一次南洋漁場開拓事業で活き餌確保の道を拓き，大規模な鰹漁を行った。帰国後，
原の南洋漁場開拓事業は全国的な注目を浴び，1927（昭和２）年12月13日には，大阪の社
交クラブ清交社で講演を行い，1,200人もの聴衆が集まった33。その後，12月19日には，大
日本水産会の忘年会に招待されて，南洋漁業について1時間程度講演を行っている。この
時に参加していたのは，農林省水産局長長瀬貞一，水産講習所（現在の東京海洋大学）所
長の岡村金太郎，大日本水産会会長の牧朴真，そして伊谷以知二郎，下啓助といった水産
界の著名人が参加していた34。
　さらに1928（昭和３）年2月に行われた衆議院選挙に当選し，原は衆議院議員となった。
議員となった原は，政官財に対して南洋漁業の魅力を強力にアピールしていった。政官財
に向けて原が行ったもののうち，特に重要なものは以下の点である。
　第一に，衆議院本会議で南洋漁業についての演説を行ったことである。原は，第56回帝
国議会衆議院に「遠洋漁業奨励法中改正法律案」を単独で提出し，1929（昭和4）年3月18
日衆議院本会議で法案提出の趣旨弁明をする機会を得た35。「衆議院議事速記録」に記録さ
れている原耕の発言は約5,700字で，自身の南洋漁場開拓事業の成果，南洋漁業の必要性，
政府による支援の重要性などを述べた36。
　第二に，当時の農林大臣山本悌二郎の肝煎りで，南洋漁業株式会社設立に動いたことで
ある。1928（昭和３）年12月22日，山本農相が呼び掛けて，南洋漁業に関する会合が農
林大臣官邸で開催され，政府からは山本農相，東武政務次官，砂田重政参与官，長瀬貞一
水産局長らが参加し，財界からは，村上隆吉，池邊龍一，鈴木三郎助，堤清六，松江春次， 
33　『鹿児島新聞』1927年12月28日3面。
34　「本会の忘年会−水産各方面の名士集り−原氏の南洋漁場談あり−」『水産界』第542号，1928年1月，102頁。こ
の資料に関しては，山本ちひろ氏からご教示いただいた。
35　ここでの経緯については，拙稿「南方漁場開拓者・原耕の帝国議会における議員活動をめぐって」，75-96頁を
参照のこと。
36　「第56回帝国議会衆議院議事速記録」第35号，昭和4年3月19日，797-799頁。
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植木憲吉らが参加している37。さらに翌年3月3日に，原は山本農林大臣をはじめとする政
官財の要人約100人を招待し，南洋漁業についての会合を持っている38。このなかで特に注
目したいのは，山本悌二郎農相主催の会合に松江春次や植木憲吉がいたことである。後に，
松江は南洋群島最大の水産会社南興水産を創業し，植木はボルネオ水産の代表取締役に就
任した人物である39。こうした人物が南洋漁業に着目する契機になったものと考えられる。
　こうした原の政官財への働きかけは，一定程度成功していたと考えられる。1931（昭和
６）年3月4日の第59回帝国議会貴族院請願委員会において，農林省の長瀬貞一水産局長が，
議員からの南洋漁業に関する質問に次のように答弁している。いくつか事実誤認のものも
あるが，南洋漁業に必要な餌魚，製氷設備などについて次のように言及している。
（前略）實際本式ノ大キイ奨勵ハ致シテ居リマセヌガ，現在奨勵イタシマシタ分ハ南
洋ノアノ「ボルネオ」ノ「タワオ」デアリマスガ，此處ニ「ボルネオ」水産公司ト云
フモノガ營業ヲヤッテ居リマス，是ガ取付キガ甚ダ困難ナ仕事デアリマシタノデ之ニ
奨勵金ヲ僅カナガラ漁業奨勵金トシテ與ヘマシタ，其以外ニハ昨年「セレベス」ノ附
近ノ「ハルマヘラ」「アンボイナ」，アノ方面デ漁業ヲヤッタ人ガアリマス，此漁業ニ
對シマシテモ僅カナガラ奨勵金ヲ與ヘマシタ，デ實ハ左様ナ狀態デアリマシテ次ニ御
尋ネノ海外ノ日本人ノ漁業ノ狀態ハ何レモ只今迄ノ所海外ニ根拠地ヲ置キマシテ，所
謂海外根拠地漁業ト稱シテ宜イモノノミデアリマス，従ッテ拓務省ノ方デ是ハ取扱ッ
テ居ラレルノデアリマス，併シマア拓務省ノ方デモ漁業専門ニハヤッテ居ラレマセ
ヌカラ，私ノ方程度ノコトシカ判ルマイト實ハ思ヒマス，私實ハ甚ダ乏シイ知識デ大
體ヲ申上ゲテ見マスガ，此南洋方面ハ漁業モ殆ドマダ取付キ初メデアリマシテ年ゝ常
態ト致シマシテ何隻行ッテ居ルト云フコトガ實ハ決マラナイノデアリマス，ソレデ大
體マア只今申上ゲマシタ「タワオ」デ「ボルネオ」水産公司ガ鮪ノ漁業ヲ營ンデ居リ
マスガ，是ハ彼ノ地ニ其製造ノ工場ヲ設ケマシテ，サウシテ獲レタ鮪ヲ直チニ節ニ致
シマシテ，鮪節ニ致シテ半製品トシテ内地ヘ送ッテ居リマス，其數量等ハチョット此
處ニ持ッテ居リマセヌデスガ，從來ハ實ハ此漁業ヲ營ミマスノニ大變苦シミマシタノ
ハ餌料，餌デアリマス，餌料ガ極メテ獲リ難ク
ママ
カッタト云フヤウナ點デ大變困ッテ居
リマシタ，所ガ御承知デモアリマセウケレドモアノ方面デ沖縄縣人ガ此餌料ヲ獲ル漁
業ヲ營ンデ居リマスノデ，之ニ依頼イタシマシテドウヤラ餌料ヲ繋イデ居リマシタノ
デアリマス，昨今ニ至リマシテ段々サウ云フ漁法モ改良イタシマシテ餌ガ續クコトニ
ナッテ參リマシタノデ，今日ニ於キマシテハ相當事業トシテヤッテ行ケルト云フダケ
ノ確信ヲバ持チマシタ次第デアリマス，ソレカラ一昨年鹿兒島ノ方デ是ガ枕崎ノ漁師
ヲ引連レマシテ凡ソ船ハ五艘デアッタト記憶イタシマスルガ，此「アンボイナ」ニ根
拠地ヲ設ケマシテ，其處デ鰹漁業ヲ行ッタノデアリマス，其成績ハ丁度私共ノ白鳳丸
ガ擧ゲマシタノト餘リ變ラナイデ，鰹ガ極メテ豊富デアリマシテ，十分ニ是ハ漁撈ノ 
37　『鹿児島新聞』1928年12月27日3面。
38　『鹿児島新聞』1929年4月7日3面。
39　 原耕はアンボンにおいて，ニューキチンという華人が所有する土地，建物，山林を借りて，大規模な鰹節製造
工場を整備しようとしていた。原耕の遺族のもとには，ニューキチンから原耕宛の手紙が残されているが，その
文中に松江春次が登場する。こうしたことから，松江が南洋群島での水産業に着手するにあたり，原耕の影響が
大きかったことが推測できる。この手紙については，拙稿「原耕による南洋漁場開拓事業とその影響」を参照の
こと。
鹿児島県立短期大学地域研究所「研究年報」第46号（2014）−74−
目的ダケハ達シマシタ，唯非常ニ遺憾デアリマスノハ餌料，漁撈ト云フコトニ引續イ
テ起キマス要求ハ氷デアリマス，何分アア云フ暑イ所デアリマスカラ，氷ナクテハ折
角漁撈シタモノヲ沿岸ニ急イデ持ッテ來ナケレバナラナイ，從ッテ今少シ漁獲ガ出來
テモ途中デ止メル或ハ釣シタモノヲ土地ヘ持ッテ來テモ其土人ニ對シテ二束三文デ賣
拂ッテヤル，或ハ呉レテシマウト言ッタヤウナコトデ此製造加工ト云フコトヲ緩ック
リヤッテ居ル閑ガゴザイマセヌ，從ッテ今日マデ兎ニ角官廳ノ方カラ大規模ナ調査ノ
結果奨勵金ヲ與ヘナクテモ，自分ガ仕上ゲテヤルト云フ人ガ是マデ仕上ゲテ來タモノ
ハ，次ギニ來タルベキ問題ハドウシテモ氷ノ問題ヲ解決シナケレバナラヌト思ヒマス，
是ハ拓務省ノ方デモ其點ニ付キマシテハ餘程御心配ニナッテ居ルヤウデアリマス，其
他本年度色ゝニ出漁スルト云フ計畫ガアチラコチラデ話ガ湧イテ居リマス（後略）［下
線部は筆者による］40
　第三に，当時の水産技師への影響である。農林省は新造した調査船白鳳丸を1927年12月
から翌年3月までボルネオ，ジャワ，セレベスに派遣し，南洋漁業調査に乗り出した。こ
の白鳳丸調査も原による働きかけによるものだったらしく，当時の『鹿児島新聞』では上
述した1929年3月3日の会合とセットで報じられている41。そしてこの時の白鳳丸船長が，鹿
児島大学水産学部初代学部長山本清内で，同調査には，後に南洋漁業について多くの論考
を執筆する下田杢一も参加していた。白鳳丸の調査は，当時の水産雑誌『水産』，『水政』
などでも取りあげられ，南洋漁業への注目が高まる契機にもなった42。こうした水産技師ら
による論文発表は，原が発表する論文とは異なった影響を与えたはずである。
　第四に，水産会社の蘭領東印度進出への影響である。原の第一次南洋漁業開拓事業に水
先案内人として参加した中田佐太郎は，1929（昭和４）年7月に日蘭漁業株式会社を設立し，
スラウェシュ島のケマ近郊のビトゥンを根拠地として鰹漁業を開始した。外務省外交史料
館には，この時日蘭漁業株式会社が提出した「漁業奨勵金下附願」が保管されている。添
付書類には八田網を用いて活き餌を獲ることが明記され，「八田網ハ海底敷網ニ適スル場
所ニテ深サ適當ノ餌漁業ニ碇ヲ以テ漁舟四艘ニヨリ四方張開キ敷網トナシ主トシテ夜間燈
火ヲ以テ餌魚族ヲ誘導捕獲ス43」との説明もなされている。中田のビトゥン進出には，原の
影響が大きいことは言うまでもない。この日蘭漁業の進出に刺激されて，スラウェシュ島
メナドで追込網漁業（鮮魚供給型漁業）を行っていた金城組が，鰹漁業へと転換を行って
いる（金城組は餌を追込網で採捕していた）44。
　第五に，南洋群島の鰹漁に進出するきっかけを作ったことである。沖縄の漁民や，後に
南洋群島最大の水産会社の専務となる焼津の庵原市蔵などが南洋群島に進出する契機と
なったのが，原耕の第一次南洋漁場開拓事業であったことは前節で紹介したとおりである。
40　「第五十九回帝国議会貴族院請願委員第一分科会（大蔵省，農林省，商工省）議事速記録第六号」昭和6年3月4日，
3-4頁。
41　『鹿児島新聞』1929年4月7日3面。
42　北川令三「南航日誌ボルネオ島の西の海」『水産』，18巻第3号，1930年3月，27-29頁。北川は白鳳丸事務局長である。
また，国立水産試験場技師による高山伊太郎「多事多難であった本年の漁業界」『水産』，第18巻第12号，1930年12月，
18-21頁でも白鳳丸による南洋漁場調査のことが言及されている。下田杢一「英領「ボルネオ」及蘭領印度の海面
に於ける鰹鮪漁業並に新嘉坡「バタビヤ」英領「ボルネオ」の邦人漁業」『水政』，第7輯，1930年4月，4-29頁。
43　JACAR，Ref.B09042211700，本邦漁業関係雑件／南洋漁業関係（印度洋並豪州沿岸ヲ含ム）　第一巻(B-E-4-9-0-
7-7_001)(外務省外交史料館)。
44　片岡，前掲書，188頁。
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　原耕の第一次南洋漁場開拓事業が，当時の南洋漁業についての広範囲な影響を及ぼすこと
になったのは，原が衆議院議員だったことが大きい。衆議院議員という肩書きを活かして政
官財，そして全国の水産関係者に南洋漁業の重要性をアピールしたのであった45。その影響力
は，当時の南洋漁業に従事していた他の人物と比較した場合，格段に大きかったと言えよう。
おわりに
　本稿では戦前期南洋漁業のうち鰹漁の活き餌確保に注目して，1927（昭和2）年に行わ
れた原耕の第一次南洋漁場開拓事業がどのようなものだったのかについて考察を加えた。
原が漁場開拓を行った時期，日本では餌魚漁と鰹漁の分業体制ができていた。鰹漁にはイ
ワシなどの活き餌が必須で，大規模な鰹漁を行うためには，まず大量の活き餌を確保しな
ければならない。その一方で，当時の南洋漁業ではこうした分業体制は構築されておらず，
南洋で鰹漁を行おうとする事業者は，鰹漁を行う以前に自ら活き餌を確保しなければなら
なかった。本稿で焦点をあてたように，活き餌を大量に確保できていたかどうかは，その
事業者が大規模鰹漁を行うことができていたかどうかの重要な評価基準の一つとなる。
　活き餌確保に焦点をあてて原耕の第一次南洋漁場開拓事業を考察した場合，原の事業は
次のような意味をもっていたと考えることが可能であろう。これは，「はじめに」で提示
した３つの問題に対する結論でもある。
　第一に，戦前期の南洋鰹漁において，最初に大量の活き餌確保に道を拓いたことである。
第一次南洋漁場開拓事業において，当初は餌魚確保に失敗するも，日本から弟捨思に運ば
せてきた八田網によって，活き餌を獲ることに成功した。川上善九郎によると，南洋群島
においては1934（昭和９）年頃まで八田網による餌魚漁が行われ，蘭領東印度（現在のイ
ンドネシア）のスラウェシュ島ではその後も長く八田網が使用されていた。
　第二に，原耕の第一次南洋漁業開拓事業が，南洋における大規模鰹漁の最初の成功例で
あったことである。大量の活き餌なくして，大規模鰹漁を行うことはできない。当時の報
告書などを見ていくと，南洋群島，蘭領東印度，英領北ボルネオで大量の餌魚確保に成功
していた事業者は確認できない。こうした活き餌確保の状況を考慮にいれると，原が第一
次南洋漁場開拓事業で行った以上の規模で，鰹漁が行われていたとは考えられない。
　第三に，原の第一次南洋漁場開拓事業における成功が，日本人漁業者の南洋進出をもた
らすと同時に，すでに南洋に拠点をおいていた事業者の事業規模拡大を後押ししたことで
ある。第一次南洋漁場開拓事業後，原は衆議院議員に当選し，当時の政官財に対して南洋
漁業の重要性をアピールすると同時に，日本全国の漁師に対しても南洋行きを訴えかけた。
原の第一次南洋漁場開拓事業に参加した中田佐太郎がスラウェシュ島ビトゥンに日蘭漁業
株式会社を設立するなど，具体的な動きにも直結していたことにも言及した。こうした活
動の中で，後に南洋漁業で重要な役割を果たした松江春次，植木憲吉らとの接触があった
ことも紹介した。
45　原は，全国の漁師や一般の人々に向けても南洋漁業の重要性を説いている。1928（昭和３）年6月に，社団法人
日本放送協会（現在のNHKの前身）熊本放送局が開局し，九州で初めてのラジオ放送が開始された。原は，8月
13日にラジオを通じて南洋漁業の有望性を講演している。そしてその講演をもとに，原耕『南洋之鰹漁業に就て』（発
行所不明，発行年不明），原耕『南洋之鰹漁業（其貳）』（発行所不明，発行年不明）という二冊の小冊子を発行し
ている。また，全国の漁師向けに，『敢えて漁友諸君に訴ふ』という小冊子を発行し，南洋漁業の重要性を主張した。
この『敢えて漁友諸君に訴ふ』については筆者未見であるが，岸良，前掲書および，西村新左衛門，松下兼利編『西
南方村郷土史』（西南方村教育会，1941年）に一部が転載されている。
鹿児島県立短期大学地域研究所「研究年報」第46号（2014）−76−
　こうした点から考えて，戦前期南洋漁業が注目を浴び，さらに実際に南洋への進出が行
われていく過程において，原耕の第一次南洋漁場開拓事業が極めて重要な役割を果たした
と結論づけることが可能であろう。
付記：本稿は，2013年第7回水産史研究会（於：神奈川大学）での報告をまとめたものである。 
同研究会では，参加者から貴重なコメントを頂戴した。記して感謝したい。
